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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体上に画像を形成する印刷機構と、
　前記印刷機構を制御する印刷制御手段と、
　前記印刷機構及び前記印刷制御手段に対して電力の供給と停止を行う電力制御手段と、
前記印刷制御手段と通信可能に接続される主制御手段と、
を備え、
　前記主制御手段は、印刷処理の終了に従って、データ取得リクエストと終了リクエスト
とを前記印刷制御手段に送信し、
　前記電力制御手段は、前記終了リクエストに対する所定の応答に従って、前記印刷機構
への電力供給を停止し、
　前記印刷制御手段はメモリを有し、前記データ取得リクエストに従って前記印刷機構に
関するデータを取得して前記メモリに保持する、
ことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記印刷制御手段に第１の電力を供給し、前記印刷機構に前記第１の電力よりも高い第
２の電力を供給する電力供給手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の印刷
装置。
【請求項３】
　前記データは、前記記録媒体上に画像を形成するための材料の使用状況、前記記録媒体



(2) JP 6758873 B2 2020.9.23

10

20

30

40

50

の通紙枚数、前記印刷装置の通電時間、の少なくとも１つを含む、ことを特徴とする請求
項１又は２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記印刷機構は、定着ユニットとファンを含むことを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記主制御手段は、前記印刷機構に対し、印刷処理に関わる駆動系をリセットする処理
の実行を指示し、
　前記電力制御手段は、前記リセットする処理が完了した後に、前記印刷制御手段への電
力供給を停止することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記電力制御手段は、前記印刷制御手段が保持する前記印刷機構に関するデータの取得
が完了した後に、前記印刷制御手段に対して電力の供給を停止することを特徴とする請求
項１乃至４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記印刷機構は、定着ユニットを含み、
　前記印刷制御手段は、前記終了リクエストに従って、前記定着ユニットを離間させる処
理を行う、
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記印刷機構は、フィニッシャのリフタを含み、
　前記印刷制御手段は、前記終了リクエストに従って、前記リフタを下す処理を行う、
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記印刷機構は、モーターを含み、
　前記印刷制御手段は、前記終了リクエストに従って、前記モーターをリセットする処理
を行う、
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　記録媒体上に画像を形成力する印刷機構と、
　データを保持するためのメモリを有し、前記印刷機構を制御する印刷制御手段と、前記
印刷機構及び前記印刷制御手段に対して電力の供給と停止を行う電力制御手段と、前記印
刷制御手段と通信可能に接続される主制御手段と、
を備え、
　前記主制御手段は、印刷処理の終了に従って、前記印刷制御手段において前記印刷機構
に関するデータを取得して前記メモリに保持させ、
　前記電力制御手段は、前記取得の完了を待つことなく、前記印刷機構への電力供給を停
止する、
ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１１】
　前記印刷制御手段に第１の電力を供給し、前記印刷機構に前記第１の電力よりも高い第
２の電力を供給する電力供給手段をさらに備えることを特徴とする請求項１０に記載の印
刷装置。
【請求項１２】
　前記データは、前記記録媒体上に画像を形成するための材料の使用状況、前記記録媒体
の通紙枚数、前記印刷装置の通電時間、の少なくとも１つを含む、ことを特徴とする請求
項１０又は１１に記載の印刷装置。
【請求項１３】
　前記印刷機構は、定着ユニットとファンを含むことを特徴とする請求項１０乃至１２の
いずれか１項に記載の印刷装置。
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【請求項１４】
　前記主制御手段は、前記印刷機構に対し、印刷処理に関わる駆動系をリセットする処理
の実行を指示し、
　前記電力制御手段は、前記リセットする処理が完了した後に、前記印刷制御手段への電
力供給を停止する、
ことを特徴とする請求項１０乃至１３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１５】
　前記電力制御手段は、前記印刷制御手段が保持する前記印刷機構に関するデータの取得
が完了した後に、前記印刷制御手段に対して電力の供給を停止することを特徴とする請求
項１０乃至１３のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１６】
　前記印刷機構は、定着ユニットを含み、
　前記印刷制御手段は、前記電力制御手段による前記印刷機構への電力供給の停止に先立
って前記定着ユニットを離間させる処理を行う、
ことを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１７】
　前記印刷機構は、フィニッシャのリフタを含み、
　前記印刷制御手段は、前記電力制御手段による前記印刷機構への電力供給の停止に先立
って前記リフタを下す処理を行う、
ことを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１８】
　前記印刷機構は、モーターを含み、
　前記印刷制御手段は、前記電力制御手段による前記印刷機構への電力供給の停止に先立
って前記モーターをリセットする処理を行う、
ことを特徴とする請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１９】
　記録媒体上に画像を形成力する印刷機構と、
　前記印刷機構を制御する印刷制御手段と、
　前記印刷機構及び前記印刷制御手段に対して電力の供給と停止を行う電力制御手段と、
前記印刷制御手段と通信可能に接続される主制御手段と、
を備え、
　前記主制御手段は、
　　印刷処理の終了に従って、データ取得リクエストを前記印刷制御手段に送信し、
　　前記印刷制御手段はメモリを有し、前記データ取得リクエストに従って前記印刷機構
に関するデータを取得して前記メモリに保持し、
　　所定の条件に従って前記印刷制御手段が保持する前記印刷機構に関するデータを取得
し、
　前記電力制御手段は、前記取得の完了を待つことなく、前記印刷制御手段に終了リクエ
ストを送信し、
　前記電力制御手段は、前記終了リクエストに対する所定の応答に従って、前記印刷機構
への電力供給を停止する、
ことを特徴とする印刷装置。
【請求項２０】
　前記印刷制御手段に第１の電力を供給し、前記印刷機構に前記第１の電力よりも高い第
２の電力を供給する電力供給手段をさらに備えることを特徴とする請求項１９に記載の印
刷装置。
【請求項２１】
　前記データは、前記記録媒体上に画像を形成するための材料の使用状況、前記記録媒体
の通紙枚数、前記印刷装置の通電時間、の少なくとも１つを含む、ことを特徴とする請求
項１９又は２０に記載の印刷装置。
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【請求項２２】
　前記印刷機構は、定着ユニットとファンを含むことを特徴とする請求項１９乃至２１の
いずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項２３】
　前記主制御手段は、前記印刷機構に対し、印刷処理に関わる駆動系をリセットする処理
の実行を指示し、
　前記電力制御手段は、前記リセットする処理が完了した後に、前記印刷制御手段への電
力供給を停止する、
ことを特徴とする請求項１９乃至２２のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項２４】
　前記電力制御手段は、前記印刷制御手段が保持する前記印刷機構に関するデータの取得
が完了した後に、前記印刷制御手段に対して電力の供給を停止することを特徴とする請求
項１９乃至２２のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項２５】
　前記印刷機構は、定着ユニットを含み、
　前記印刷制御手段は、前記終了リクエストに従って、前記定着ユニットを離間させる処
理を行う、
ことを特徴とする請求項１９乃至２１のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項２６】
　前記印刷機構は、フィニッシャのリフタを含み、
　前記印刷制御手段は、前記終了リクエストに従って、前記リフタを下す処理を行う、
ことを特徴とする請求項１９乃至２１のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項２７】
　前記印刷機構は、モーターを含み、
　前記印刷制御手段は、前記終了リクエストに従って、前記モーターをリセットする処理
を行う、
ことを特徴とする請求項１９乃至２１のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項２８】
　印刷装置の制御方法であって、
　前記印刷装置は、
　　記録媒体上に画像を形成力する印刷機構と、
　　データを保持するためのメモリを有し、前記印刷機構を制御する印刷制御手段と、前
記印刷機構及び前記印刷制御手段に対して電力の供給と停止を行う電力制御手段と、
　　前記印刷制御手段と通信可能に接続される主制御手段と、
　を備え、
　前記主制御手段によって、印刷処理の終了に従って、データ取得リクエストと終了リク
エストとを、前記印刷制御手段に送信するステップと、
　前記電力制御手段によって、前記終了リクエストに対する所定の応答に従って、前記印
刷機構への電力供給を停止するステップと、
　前記印刷制御手段が、前記データ取得リクエストに従って前記印刷機構に関するデータ
を取得して前記メモリに保持するステップと、
を含むことを特徴とする制御方法。
【請求項２９】
　コンピュータを、請求項１乃至２７のいずれか１項に記載の印刷装置として機能させる
ためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置の電力制御に関し、詳細には、画像形成装置が備える印刷手段
を停止状態に移行させる際に段階的に給電を停止する制御技術に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　ＭＦＰ（Multi Function Peripheral）などの画像形成装置は、ユーザインタフェース
（UI）や通信を制御するコントローラと、用紙の搬送や画像形成を担う印刷機構を備えて
いる。このような印刷機構を有する画像形成装置において、プリントやコピーなどの処理
が完了し、起動状態にある印刷機構を停止状態に移行する時は、コントローラに印刷機構
に関する様々なデータをバックアップしてから、印刷機構への電力供給を停止するのが一
般的である。ここで、バックアップの対象となるデータは、印刷機構に関係する各種消耗
部材の使用状況、例えば電子写真方式の場合であれば定着ユニット（ドラム）の通紙枚数
や通電時間といった時系列の変化をカウントした情報である。以下、このようなバックア
ップの対象となる印刷機構に関するデータを「カウンタデータ」と呼ぶこととする。MFP
のような画像形成装置において、コントローラによって印刷機構を停止状態に移行させる
際の従来の流れは概ね次の通りである。
　１）まず、印刷機構からカウンタデータを取得してバックアップする。
　２）次に、印刷機構に終了要求を送信し、ドラムのクールダウン、定着ユニットの離間
、オゾン排出といった電力供給の停止に先立って必要な各種処理（以下、終了処理）を、
印刷機構において実行させる。
　３）印刷機構から終了処理の完了通知を受信するのを待って、印刷機構への電力供給を
停止する。
【０００３】
　こうして印刷機構が停止状態に移行した後、印刷機構で管理されているカウンタデータ
にアプリケーションがアクセスするためには、印刷機構への電力供給を再開する必要があ
る。そのような再給電を避けるため、コントローラは、印刷機構からカウンタデータを吸
い上げることで、アプリケーションから問い合わせを受けた時に、印刷機構に再給電しな
くても応答できるようにしている。例えば、特許文献１は、メンテナンス状態に移行する
前（すなわち、印刷機構への電力供給を停止する前）に、上記カウンタデータに相当する
データをキャッシュする手法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１７０００２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年のMFPでは、その高速化・高機能化に伴い、印刷機構が管理するカウンタデータの
設定項目数やデータサイズが増加傾向にある。そのため、印刷機構の終了処理に先立って
行なわれる、以前は数秒で終わっていたカウンタデータのバックアップに数十秒もの時間
が掛かるようになってきている。その結果、印刷機構を停止状態に移行させる場面におい
て、印刷機構に給電している時間が延び、消費電力が増えるという状況が生じている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る印刷装置は、記録媒体上に画像を形成する印刷機構と、前記印刷機構を制
御する印刷制御手段と、前記印刷機構及び前記印刷制御手段に対して電力の供給と停止を
行う電力制御手段と、前記印刷制御手段と通信可能に接続される主制御手段と、を備え、
前記主制御手段は、印刷処理の終了に従って、データ取得リクエストと終了リクエストと
を前記印刷制御手段に送信し、前記電力制御手段は、前記終了リクエストに対する所定の
応答に従って、前記印刷機構への電力供給を停止し、前記印刷制御手段はメモリを有し、
前記データ取得リクエストに従って前記印刷機構に関するデータを取得して前記メモリに
保持する、
ことを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、画像形成装置の印刷機構を起動状態から停止状態に移行させる場面に
おいて、消耗品等のカウンタデータのバックアップに支障を来たすことなく消費電力を低
減することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】MFPのハードウェア構成の一例を示すブロック図である。
【図２】主制御部の内部構成並びに主制御部とMFP内の各デバイス等との関係を示すブロ
ック図である。
【図３】MFPの電源構成を示すブロック図である。
【図４】停止状態移行時の制御の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付の図面を参照して、本発明を実施する形態について説明する。なお、以下の
実施例において示す構成は一例に過ぎず、本発明は図示された構成に限定されるものでは
ない。
【実施例１】
【００１０】
　本実施例に係る画像形成装置として、以下では複数の機能を備えたMFPの場合を例に説
明を行なうものとする。図１は、MFPのハードウェア構成の一例を示すブロック図である
。図１に示すMFP１００は、前述のコントローラに相当する主制御部１０１、スキャナ１
０２、FAX１０３、プリンタ１０４、フィニッシャ１０５、操作部１０６、HDD１０７、電
源スイッチ１０８で構成される。MFP１００は、印刷機能、複写機能、送信機能、FAX機能
、保存機能を備え、LAN１０９を介してコンピュータ１１０と接続されている。印刷機能
は、コンピュータ１１０から受け取ったPDF（ページ記述言語）データを解析して用紙に
印刷する機能である。複写機能は、原稿をスキャンして読み込んだ画像データを使用して
用紙に印刷する機能である。送信機能は、原稿をスキャンして読み込んだ画像データを、
LAN１０９を介してコンピュータ１１０に送信する機能である。FAX機能は、電話回線を通
じてファクシミリ通信を行なう機能である。保存機能は、原稿をスキャンして読み込んだ
画像データをHDD１０７に保存する機能である。なお、MFP１００に接続するコンピュータ
１１０の数は複数であってもよい。
【００１１】
　主制御部１０１は、スキャナ１０２、FAX１０３、プリンタ１０４、フィニッシャ１０
５などの各デバイスを統括的に制御し、各種ジョブを実行する。スキャナ１０２は、スキ
ャン対象の原稿束を自動的に供給するADF（Auto Document Feeder）１２１と、原稿上の
画像を光学的に読み取ってデジタル形式の画像データに変換するスキャンニングユニット
１２２で構成される。ADF１２１から供給される原稿を光学的に読み取って生成された画
像データは、主制御部１０１に送られる。FAX１０３は、電話回線を介して画像データを
送受信する。プリンタ１０４は、前述の印刷機構を構成し、画像データに従って電子写真
方式によって画像を紙等の記録媒体上に形成し出力する。ここでは、色材にトナーを使用
する電子写真方式を例に説明するが、例えば色材にインクを使用するインクジェット方式
など他の方式によって画像を形成するものであってもよい。プリンタ１０４は、用紙束か
ら一枚ずつ逐次給紙可能な給紙ユニット１４２、給紙された用紙に画像を印刷するための
プリンティングユニット１４１、印刷後の用紙を排紙するための排紙ユニット１４３で構
成される。フィニッシャ１０５も、前述の印刷機構の一部であり、排紙ユニット１４３か
ら出力された印刷が施された用紙に対して、ソート、ステープル、パンチ、裁断、などの
加工を施す。操作部１０６は、MFP１００に対する各種の設定・指示をユーザから受け付
けるためのハードキーや、処理状態を表示するためのディスプレイで構成される。ハード
キーには、節電ボタン、コピーボタン、キャンセルボタン、リセットボタン、テンキー、
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ユーザモードキーなどが含まれる。なお、操作部１０６を、タッチパネル機能を有した例
えばLCDディスプレイで構成し、当該LCDディスプレイを介して各種の設定・指示を受け付
けてもよい。HDD１０７は、画像データや制御プログラム等を記憶する。電源スイッチ１
０８は、MFP１００の電源のオン／オフを切り替えるスイッチであり、主制御部１０１に
接続されている。この電源スイッチ１０８がオンになっているとMFP１００内の各部に対
して電力が供給され、オフになっているとMFP１００内の各部への電力供給が停止される
。ただし、電源スイッチ１０８がオフになっても、即時に給電が停止するわけでなく、ソ
フトウェアやハードウェアの終了処理を待って各部への給電が停止される。また、その際
も、電源スイッチ１０８をオンにするための回路など、一部については給電が維持される
。
【００１２】
＜主制御部の構成＞
　次に、主制御部１０１の詳細について説明する。図２は、主制御部１０１の内部構成並
びに主制御部１０１とMFP１００内の各デバイス等との関係を示すブロック図である。主
制御部１０１は、メインボード２００と、サブボード２２０から構成される。なお、図２
は簡略図であり、例えばCPUに関するチップセット、バスブリッジ、クロックジェネレー
タ等の周辺ハードウェアは省略されている。
【００１３】
　メインボード２００は、いわゆる汎用的なCPUシステムである。CPU２０１ボード全体を
制御する中央演算処理装置である。ブートロム２０２は、ブートプログラムを格納する。
メモリ２０３は、例えばDRAMといったCPU２０１がワークメモリとして使用するメモリで
ある。バスコントローラ２０４は、サブボード２２０と接続され、外部バスとのブリッジ
機能を担う。不揮発性メモリ２０５は、例えばフラッシュメモリといった電源が遮断され
た場合でも情報を保持可能なメモリである。ディスクコントローラ２０６は、HDD１０７
や、半導体デバイスで構成された比較的小容量な記憶装置であるSSD等のフラッシュディ
スク２０７を制御する。USBコントローラ２０８は、USB（ユニバーサルシリアルバス）を
介してMFP１００に接続される周辺機器、例えばUSBメモリ２０９を制御する。
【００１４】
　電源制御部２１０は、プリンタ１０４等の各デバイスからの割り込み信号や各デバイス
に対する電力供給を、負荷に応じた系統毎に制御する。この電源制御部２１０は、CPU２
０１、NIC（Network interface controller）２１１、リアルタイムクロック２１２、Ｕ
ＳＢコントローラ２０８と接続されている。また、主制御部１０１の外部のデバイス（ソ
フトスイッチを持つ操作部１０６や、各種センサを持つスキャナ１０２、プリンタ１０４
、フィニッシャ１０５）とも接続されている。
【００１５】
　サブボード２２０は、メインボード２００よりも小規模の汎用CPUシステムと、画像処
理ハードウェアから構成される。具体的には、CPU２２１とそのワークメモリ（メモリ２
２３）、バスコントローラ２２４、不揮発性メモリ２２５、2個のデバイスコントローラ
２２６、画像処理用のイメージプロセッサ２２７を有する。主制御部１０１の外部に接続
される、スキャナ１０２とプリンタ１０４は、それぞれデバイスコントローラ２２６を介
して、画像データの受け渡しを行なう。FAX１０３は、CPU２２１によって直接制御される
。
【００１６】
　続いて、主制御部１０１の動作について、複写（コピー）処理を例に説明する。ユーザ
が操作部１０６からコピーを指示すると、CPU２０１がCPU２２１を介してスキャナ１０２
に対し画像読み取り命令を送る。画像読み取り命令を受け取ったスキャナ１０２は、原稿
をスキャンして得た画像データを、デバイスコントローラ２２６を介してイメージプロセ
ッサ２２７に入力する。イメージプロセッサ２２７では、CPU２２１を介してメモリ２２
３に画像データをDMA転送し、画像データを一時保存する。CPU２０１は、画像データがメ
モリ２２３に一定量蓄積されたことが確認できると、CPU２２１を介してプリンタ１０４
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に印刷指示を出す。CPU２２１は、イメージプロセッサ２２７に対し、処理対象画像デー
タのメモリ２２３上のアドレスを教える。メモリ２２３上の画像データは、プリンタ１０
４からの同期信号に従って、イメージプロセッサ２２７とデバイスコントローラ２２６を
介してプリンタ１０４に送信される。プリンタ１０４は、画像データに従った画像を用紙
に形成して出力する。なお、複数部印刷の場合は、CPU２０１はメモリ２２３上の画像デ
ータをHDD１０７に保存し、2部目以降はHDD１０７やメモリ２２３からプリンタ１０４に
対し画像データを送る。
【００１７】
＜電源構成＞
　図３は、MFP１００の電源構成を示すブロック図である。以下、本発明に関わる部分を
中心に、MFP１００において電源がどのように供給されるのかを説明する。まず、電源制
御部２１０には、電源３０１からの第１の電源ライン（電源ラインJ）経由で常時電力が
供給されている。僅かな電力消費にとどまるため、電源オフ時にはこの電源制御部２１０
だけに通電され、電力制御が行われる。
【００１８】
　電源制御部２１０は、予め所定の動作を実行するようプログラムされている。具体的に
は以下のとおりである。まず、第１の電源制御信号（IO信号V_ON）によって、リレースイ
ッチ３０２が切り替わり、電源３０１からの第２の電源ライン（電源ラインV）経由での
主制御部１０１への給電が制御される。また、CPU２０１により複数のタイマ値が設定さ
れ、タイマ起動時にはCPU２０１によって設定された動作を実行する。
【００１９】
　また、第２の電源制御信号（IO信号P_ON）によって、リレースイッチ３０３が切り替わ
る。その結果、電源３０１からの第３の電源ライン（電源ラインP）経由で、印刷機構の
うち相対的に負荷の低い側の系統（以下、「ロジック系統」）に属するモジュールである
プリンタ制御部３２０への給電が制御される。プリンタ制御部３２０は、CPU３２１とメ
モリ３２２を有し、例えば現像や通紙のタイミングといった印刷に関わる様々な制御を行
う。
【００２０】
　さらに、第２の電源制御信号のサブ信号（IO信号Q_ON）によって、リレースイッチ３０
４が切り替わる。その結果、電源３０１からの第３の電源ラインのサブライン（電源ライ
ンＱ）経由で、印刷機構のうち相対的に負荷の高い側の系統（以下、「負荷系統」）に属
するモジュールである、プリンティングユニット１４１等への給電が制御される。図３で
は、プリンティングユニット１４１における、CMYKの各トナーに対応する定着ユニット３
３１～３３４とＦＡＮ３３５が図示されている。図３では省略されているが、モータ等の
駆動系の部品を備える他のモジュール、すなわち、給紙ユニット１４２や排紙ユニット１
４３、さらにはフィニッシャ１０５にも電源ラインQを通じて必要な電力が供給される。
なお、電源ラインQは、電源ラインPのサブラインである必要はなく、電源３０１から直接
引くことも可能である。また、リレースイッチ３０４は、電源制御部２１０から制御する
構成となっているが、プリンタ制御部３２０内のCPU３２１から制御するように構成して
もよい。
【００２１】
　また、電源制御部２１０は、CPU２０１の指示によって、所定のIO信号を出す。対象と
なるIO信号の一つは、プリンタ制御部３２０内のCPU３２１へ接続されたDCON_LIVEWAKE信
号である。このDCON_LIVEWAKE信号がアサートされた状態でプリンタ１０４の電源が投入
されると、プリンタ１０４は一定の電力消費を伴う特定動作を行うことなく静かに復帰す
る。この特定動作には、例えば、モータ、ローラ、ポリゴンなどの回転動作や、定着ユニ
ット３３１～３３４の温調やFAN３３５による排熱処理などが含まれる。ここでの説明は
省略するが、スキャナ１０２についてもプリンタ１０４と同様の電源制御が行われる。
【００２２】
　なお、上述したブロック単位での給電は、例えばリレースイッチを２系統で構成し、ス
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リープモードへの移行時には電源をオフするブロックに繋がるリレースイッチのみをオフ
とし、他方のリレースイッチについてはオン状態を維持するといった手法で実現できる。
そして、シャットダウンする際は、両系統のリレースイッチをオフにすればよい。その場
合には、電源制御信号は二値ではなく、通電状態に応じた多値の制御信号となる。以下、
動作モードに応じた電源制御の一例を示す。電源制御部２１０は、第３の電源制御信号（
IO信号N_ON）によって、リレースイッチ３０５を切り替え、電源３０１からの第３の電源
ライン（電源ラインN）経由で、NIC２１１への給電を制御する。こうして主制御部１０１
の内、NIC２１１だけが個別に給電される。電源ラインNは、他の非常夜電源と異なり、通
常モード時だけでなく、スリープモード時にも給電され、ネットワーク起床を可能にする
。また、シャットダウンの時はWake On LANなどの設定が有効でない限りは、給電しない
。リレースイッチ３０５を経由した電源ラインNは、基本的には常に給電状態である。
【００２３】
　ここで、本発明の課題について再確認しておく。例えば、定着ユニット（ドラム）３３
１～３３４についてのカウンタデータをバックアップする際、これまでは、ドラムに付随
して設けられた不揮発性メモリ（不図示）から直接取得する必要があった。そのため、プ
リンティングユニット１４１が属する負荷系統への通電が必要だった。しかし、近年は、
ロジック系統に属するモジュール内、すなわち、プリンタ制御部３２０内のメモリ３２２
にカウンタデータをキャッシュすることで、負荷系統への通電をしなくても、カウンタデ
ータを取得できるようになってきている。つまり、主制御部１０１のCPU２０１からのデ
ータ取得要求に対し、プリンタ制御部３２０のCPU３２１は、ドラムに付随する不揮発性
メモリから実際のデータを取得せずに、メモリ３２２にキャッシュされたデータを返すよ
うになっている。
【００２４】
　一方、近年は節電機能が進化し、ユーザがMFP１００を使用するときに、その場面で利
用する機能に対応したデバイスやモジュールのみに通電するようになっている。その結果
、MFP１００における通電状態が複雑化してきている。つまり、主制御部１０１のCPU２０
１からのカウンタデータの取得要求時に、負荷系統のデバイスに通電していない、或いは
、通電はしていても音を伴うモジュールの初期化処理は行わないなど、デバイスやモジュ
ール単位で様々な通電状態があり得る。そこで、高負荷のデバイスに通電しない状態や、
動作時に音を発生するモジュールに通電しない状態の時にも必要なデータが取得できるよ
う、ロジック系統のモジュール内に、負荷系統に属するデバイスやモジュールの情報も保
存するようになってきた。その結果、カウンタデータの吸い上げ前に、負荷系統のデバイ
スやモジュールへの給電を停止しても問題が生じないようになってきている。なお、カウ
ンタデータの値が更新される都度、ロジック系統のモジュールであるプリンタ制御部３２
０のメモリ３２２から、主制御部１０１のメモリ２０３にカウンタデータを送って保存す
ることも考えられるがそのような制御は行われていない。それは、主制御部１０１とプリ
ンタ制御部３２０との間では画像データのやり取りが行われるので、カウンタデータが更
新されるたびに当該カウンタデータの送受信が発生すると、印刷パフォーマンスに影響す
るためである。
【００２５】
　しかしながら、MFP１００の高速化・高機能化に伴い、カウンタデータの項目数やデー
タサイズが増加傾向にあり、ロジック系統のモジュール内に保存するためのバックアップ
にこれまでよりも多くの時間が掛かるようになってきた。その結果、印刷機構を起動状態
から停止状態に移行させる場面において、相対的に負荷の高い負荷系統に属するプリンテ
ィングユニット１４１等に給電している時間が延び、消費電力が増えるという状況が生ま
れている。本発明はこの点に着目したもので、印刷機構を停止状態に移行させる際に、カ
ウンタデータのバックアップに支障を来たすことなく、相対的に高負荷の系統への給電を
早期に停止して、消費電力を低減することを目的とするものである。
【００２６】
　次に、本実施例の特徴である、印刷機構を起動状態から停止状態に移行させる際の制御
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について説明する。図４は、停止状態移行時の制御の流れを示すフローチャートである。
この一連の処理は、主制御部１０１内のＣＰＵ２０１が、ＨＤＤ１０７等に格納されてい
る所定のプログラムをメモリ２０３にロードし、実行することで実現される。図４に示す
フローでは、印刷機構を起動状態から停止状態に移行させる際に、負荷の異なる系統別に
段階的に電力供給を停止していく点が従来と異なる。この停止状態移行時の制御は、MFP
１００全体をシャットダウンするときや、各機能に対応するデバイスのうち使用対象デバ
イスのみに給電する部分給電の実施時において、印刷処理の終了と共に印刷機構を停止状
態に移行させる際に適用される。典型的には、印刷ジョブの終了など、印刷機構を起動状
態から停止状態に移行させるための開始条件が整ったことを検知することで、図４のフロ
ーは実行される。以下、図４のフローチャートに沿って、本実施例に係る停止状態移行時
の制御について説明する。図４のフローチャートでは、負荷に応じて区分される複数の系
統のうち相対的に高負荷の系統への給電停止を行うためのステップ４０１～４０３の各処
理と、カウンタデータのバックアップのためのステップ４０４～４０５の各処理とが、並
列で実行される。
【００２７】
　ステップ４０１では、CPU２０１が、前述の終了要求をプリンタ制御部３２０に送信す
る。終了要求を受け取ったプリンタ制御部３２０は、給電停止に先立って要求される終了
処理、具体的には、定着ユニット３３１～３３４の離間や、フィニッシャ１０５のリフタ
を下すといった、モータやギアを使った駆動系のリセットを含む処理を行う。この終了処
理が完了するとプリンタ制御部３２０は、終了処理の完了を示すack信号をCPU２０１に返
す。なお、プリンタ制御部３２０が終了要求を受信した時点で、負荷系統のリレースイッ
チ３０４がオンになっておらず電源が入っていない場合もある。この場合において、定着
ユニットの離間処理などが必要であれば、リレースイッチ３０４を一旦オンにした上で、
終了処理を行なえばよい。
【００２８】
　ステップ４０２では、CPU２０１が、ack信号をプリンタ制御部３２０から受信したかど
うかを判定する。ack信号を受信していた場合は、ステップ４０３に進む。一方、ack信号
を受信していない場合は、一定時間の経過を待って再度判定を行い、ack信号を受信する
まで監視を継続する。
【００２９】
　ステップ４０３では、CPU２０１が、負荷系統に属するデバイス・モジュールへの電力
供給の停止を電源制御部２１０に指示する。当該指示を受けて電源制御部２１０は、IO信
号Q_ONによってリレースイッチ３０４をオンからオフに切り替え、電源ラインQを遮断す
る。これにより、相対的に負荷の高い、プリンティングユニット１４１やフィニッシャ１
０５などへの電力供給が停止する。
【００３０】
　ここまでが印刷機構のうち相対的に負荷の高い負荷系統への給電停止を早期に実施する
ための処理である。本実施例ではこの処理と並行して、以下のステップ４０４及び４０５
で示すバックアップのための各処理が実行される。
【００３１】
　ステップ４０４では、CPU２０１が、プリンタ制御部３２０に対し、カウンタデータの
取得要求を送信する。取得要求を受け取ったプリンタ制御部３２０は、当該取得要求に係
る項目（例えばドラムの通紙枚数）の最新の値を取得してメモリ３２２内に格納し、格納
が完了するとack信号をCPU２０１に返す。
【００３２】
　ステップ４０５では、CPU２０１が、ack信号をプリンタ制御部３２０から受信したかど
うかを判定する。ack信号を受信していた場合は、ステップ４０６に進む。一方、ack信号
を受信していない場合は、一定時間の経過を待って再度判定を行い、ack信号を受信する
まで監視を継続する。
【００３３】
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　ステップ４０６では、CPU２０１が、負荷系統への電力供給停止と、カウンタデータの
バックアップの両方が完了したかどうかを判定する。両方が完了していた場合は、ステッ
プ４０７に進む。一方、両方の完了が確認できない場合は、一定時間の経過を待って再度
判定を行い、両方の完了が確認できるまで監視を継続する。
【００３４】
　ステップ４０７では、CPU２０１が、ロジック系統に属するデバイスへの電力供給の停
止を電源制御部２１０に指示する。当該指示を受けて電源制御部２１０は、IO信号P_ONに
よってリレースイッチ３０３をオンからオフに切り替え、電源ラインPを遮断する。こう
して、バックアップが完了した後に、相対的に負荷の低いロジック系統のモジュールであ
るプリンタ制御部３２０への電力供給が停止する。
【００３５】
　以上が、MFP１００の印刷機構を起動状態から停止状態に移行させる際の制御の内容で
ある。
【００３６】
　なお、本実施例では、負荷系統への給電停止のための各処理（ステップ４０１～４０３
）と、カウンタデータのバックアップのための各処理（ステップ４０４～４０５）とを並
列で行っているが、これに限定されるものではない。例えば、負荷系統への給電停止のた
めの各処理が完了した後で、カウンタデータのバックアップのための各処理を実行するに
ようにしてもよい。
【００３７】
　また、本実施例では、負荷に応じた系統を、負荷の高い側の負荷系統と負荷の低い側の
ロジック系統の２種類に分けているが、これに限定されず、例えば高・中・低のように３
段階の系統に分けてもよい。要は、印刷機構のうち、消費電力が相対的に高い系統への給
電停止を、カウンタデータのバックアップを担うモジュールが属する系統に先行して行な
うような構成であればよい。
【００３８】
　以上のとおり本実施例によれば、画像形成装置の印刷機構を停止状態に移行させる場面
において、相対的に高負荷の負荷系統への電源遮断と、カウンタデータのバックアップと
が同時並行でなされ、その後に低負荷の系統（ロジック系統）への電源遮断がなされる。
これにより、負荷系統への給電を停止した後にロジック系統への給電を停止するという順
序性が保証され、その結果、消耗品等のカウンタデータのバックアップに支障を来たすこ
となく消費電力を減らすことができる。
【００３９】
（その他の実施例）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
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